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論 文 内容の要旨
距離正則グラ フ (D.R.G.)は1970年にN.L.Biggsより紹介された。代数的構造をグラフに表現したも
のの多くはD.R.G.になっているので， D.R.G.は新しい分野として.今盛んに研究されている。
D.R.G.の正則性を示す重要なパラメ ータは直径d，一点の近傍の数を表したものvalencykとinterscc-
tion numbers c心仏，b.(O.s_i三めである。CIC2'''Cdは減少しない整数列であることが知られており， 同じ
整数の重複の数を押さえることが一つの問題になっている。ζれに関して次の予想がある。
{予想]r:=max{iI(c"αi，bi)ー (l.a"b.)}を持つD.R.G.において，c;=lであればi三2r十2である。
この予想を下の表のように4つのcaseiこ分けて考えるc
αtニー O casc 1 
r-1 
αtヲ':0 case 2 
αr・1=0 case 3 
r;_三2
α片、プ:0 case4 
case 1 . case 4はすでに解決したのでcase2， case 3を扱う。
case 2の場合，c. = 1を仮定するとD.R.G.r内に別の距離.iFJI'J部分グラフ (D.RS.G.)Aが存在する
ことが示されていた。このAについは次の結果を得た。
[Theorem J ] 
Let 1 be a distancc-regular graph with d=3， C3 = j and a.くαz.Then
(1) AII cigenvalues of A are integers. 
(2) If3*αI is fixed then thcre exist only finitely many A. 
これは企が存在できるための強い判定条件を与えており，事実次の系を得ることができる。
[系]34=α.s30の時，企は存在しないの
具体的には30までしか判定していないが，与えられたすべてのふに対して， 判定することができ，上の
定理はcasc2に対する理論的な解決を与えた。
一方case3に関してはやはりD.R.G.r内に別のD.R.S.G.Aはparameters(c l.b 1) =.・""'(c"b，)=(l，α)
and (c山 ，br+1)一…=(cr+.，br+.) =(1，α一1)(r，s>O)を持つことが示されていた。
特にsは2以下であることが知られており， case 3の解決を与えるためにはs=1， 2の場合においてA
の非存荘することが必要となる。本論文においてはs=1の場合に対して次の結果を得た。
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[Theorem 2 J 
There exists no D.R.G.6. with the following intersection array 
t(6.) = 
* 
0 
α+ 1 
。
α 
r 
1 。
α α-1 
'-ー ~
s 
論文審査の結果の要旨
1 
α 
本
本論文は距離正則グラフに付随するパラメータ一群の中の intersectionnumbers ai， bj， Ci(0三 i豆
d， dは考えているグラフの直径)に関する次の予想を取り扱ったものである。
[予想Jrを距離正問グラフとし， r=max {i; (Ci， ai， h)= (1. a.， b.) }とおく。もし， Cj-1ならばj
壬2(r+ 1 )である。
著者は第1章から 3章にかけて問題の背景とグラフ理論の一般論を概説した後，第4章の定理 1と第5
章の定理2において上の予想、の部分的解決を与えた。この予想は (r=1 ， al と1)，あるいは (r主 2，
ゐ判=1 )の場合に帰着される。前者の場合には c.=1のときが問題であり，このときd=3と仮定して
良いことが分かっている。定理1はこのような状況のなかで.
(#) a2>a!ならば.C4> 1 
を示すことを意図したものである。実際には恥を具体的に与えたとき Fの起こり得る可能性が有限何
であることを示したものであるが，証明のキーポイントはFの隣接行列の固有値がすべて整数であること
示したことにある。これは，具体例において〈公)の成立をチェックするための強力なアルゴIJズムを与
えたことにもなっている。実際 a.(-'1 3)三30ならば(#)が正しいことが分かる。
他方， (rミ2，aけ I~ 1)の場合にはintersectionnumbersの起こり得る可能性を限定し，最終的には
2通りに限られる状況に帰着させた後定理2において一方の可能性が起こり得ないことを示した。証
明においては.まず直径が3以下のグラフやvalencyが4以下の場合は最初から除外できることを示した
後，定理lと同様に， rの隣接行列の固有値の鞍式に関する様々な等式，合同式の計算，綿密な不等式の
評価の後，求める結論を導いている。
なお， (#)は一般の距離正則グラフについても正しいか否かが問題になっており，もし正しければグ
ラフの直俸について，隣接行列の固有値の重植皮に関連する興味深い評価式の得られるという点からも注
目されている。
以kのように本論文は，距離正則グラフのintersectionnumbersの重複度についての予想の解決に大
きな前進を与えたものであり，博士(理学)の学位を授与するに値するものと審査した。
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